
現在、主食のコメは500mlのペットボトル

１本につめた値段が100円未満と、ペットボ

トルの水より安い異常な状態です。

日本共産党は農家のみなさんと力をあわ

せて農業の再生に力をつくします。

日本農業の再生は、地域経済の活性化のうえでも、食料自給率を引き上げるため

にも、まったなしの国民的課題です。そのためには、なによりも農家のみなさんが

安心して農業にはげめる条件を、政治の責任でつくることが必要であります。

私たち日本共産党は、二つの提案をしています。

一つは、農産物の価格保障と所得補償を組み合わせて、再生産が可

能な農業収入を保障することであります。おコメでしたら１俵１万８０００

円を保障すべきだということを提案しています。

二つ目は、関税などの国境措置を維持・強化し、農産物輸入の歯止
めない自由化にストップをかけることであります。

主要な農産物、とくにその国の主食について高関税で守ることは、ＥＵ（欧州連

合）でもおこなわれている当然のことであります。

私たちは、農業とコメにとりかえしのつかない打撃を与える日米ＦＴＡ（自

由貿易協定）にも日豪ＥＰＡ（経済連携協定）にも断固反対をつらぬきます。

緊急の措置として、ミニマムアクセス米の「義務的」輸入を中止し、政府が

備蓄米を買い入れ、米価を下支えすることも提案しております。

以上の二つの提案を「建設的野党」として新政権に提案していくつもりでご

ざいます。

大会議案を拝見しましたが、「新たな『協同の輪』を広げ（る）」ことを大

会方針に掲げられたＪＡ（農協）のみなさんが、農業者と消費者の協同、国民

的共同の輪を広げ、日本農業の再生に大きな役割を果たされることを心から願

い、ともにたたかう決意を表明し、お祝いのあいさつとします。どうもありが

とうございました。

（写真）第25回ＪＡ全国大会であいさつする
志位和夫委員長＝10月８日、東京都渋谷区
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2009年11月号外 日本共産党の見解を紹介します。



民主党が総選挙時にマニフェストで掲げた「日米ＦＴＡ交渉の

推進」は、アメリカ側も認めている通り、農産物の輸入自由化を

これまで以上に推進するものです。民主党の「戸別所得補償制度」

も、同党のＦＴＡ担当者が「戸別所得補償の導入は、日本のＦＴ

Ａ戦略を大きく後押しする」（『週刊東洋経済』８月８日号）と認めて

いるように、同党の農家への戸別

所得補償政策は農産物の輸入自由

化を前提にしたものです。

日本共産党は、所得補償には賛

成ですが、日本のコメと農業をつ

ぶす日米ＦＴＡにはキッパリ反

対しています。

日本共産党は大型開発にメスを入れ、軍事費を削減するなど、支出のムダを削って5兆

円、法人税率を97年水準に戻す、大企業優遇税制をただすなど、大企業・大資産家優遇

をやめて7兆円、合わせて12兆円の財源をつくれると主張しています。

「あてにした収入がなくなり借金返済がで

きず、４人のパートさんも解雇した。施設園

芸共済からは被害の２割程度しか補償されな

い。建て替えに必要な資金が用意できず、再

建の見通しがつかない」（トマト農家）「甚

大な投資が一瞬でパーだ。国は激甚災害に指

定し、支援してほしい」（菊農家）などの要

望が出され、もとむら予定候補は、ひきつづ

き実態把握を行い、台風被害を受けた農家へ

の緊急支援を国や行政に働きかけていくこと

にしています。

シーファー前駐日大使
「率直に言うと、アメリカ
は農業を含まない自由貿易
協定は結ばない」
(08年4月4日、読売国際経済懇
談会での講演）

日本共産党のもとむら伸子参院愛知選挙区予定候補は、台風の大被害を受けた田原

市の農家を訪ね、被害の実態調査をし、農家から切実な要望をききました。

台
風
被
害
の
調
査
を
行
う
も
と
む
ら
伸
子
参
院
愛
知
選

挙
区
予
定
候
補
（
10
月
30
日
＝
田
原
市
）


